
大
規
模
災
害
の
対
策
と

早
期
復
旧
に
関
す
る
意
見
書
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本
年
は
、
新
潟
中
越
地
震
の
発
生
や

観
測
史
上
最
多
を
数
え
る
台
風
が
上
陸

す
る
な
ど
、
日
本
列
島
は
近
年
ま
れ
に

み
る
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
災
害
に
よ
っ
て
全
国
各

地
に
死
者
・
行
方
不
明
者
の
発
生
や
、

住
宅
損
壊
・
浸
水
、
農
林
水
産
業
用
施

設
や
農
作
物
、
港
湾
施
設
等
の
公
共
施

設
等
へ
の
被
害
な
ど
甚
大
な
人
的
・
物

的
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
住
民
生
活
と

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

こ
の
深
刻
な
事
態
に
対
し
政
府
と
し

て
、
速
や
か
な
応
急
措
置
と
復
旧
対
策

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
す

べ
て
の
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
の
対
策

を
総
点
検
し
、
災
害
発
生
の
原
因
や
治

水
計
画
、
防
災
・
地
震
対
策
の
検
証
を

進
め
、
抜
本
的
対
策
を
早
急
に
講
ず
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
・
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

被
災
地
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
並
び

に
、
被
災
者
へ
の
支
援
に
一
層
力
を
注

ぐ
と
と
も
に
、
国
民
を
災
害
か
ら
守
る

高
齢
者
虐
待
防
止
法
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

高
齢
化
が
世
界
有
数
の
ス
ピ
ー
ド
で

進
む
我
が
国
で
は
、
最
近
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
を
放
置
し
た
り
、
家
庭
や

施
設
内
で
高
齢
者
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た

り
す
る
な
ど
虐
待
が
深
刻
化
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
高
齢
者
へ
の
虐

待
は
表
面
化
し
づ
ら
く
、
こ
れ
ま
で
家

庭
や
施
設
内
の
問
題
と
し
て
見
過
ご
さ

れ
て
き
て
お
り
、
児
童
虐
待
に
比
べ
法

整
備
な
ど
の
対
策
も
遅
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

虐
待
の
背
景
に
は
、
限
界
を
超
え
る

介
護
へ
の
ス
ト
レ
ス
や
複
雑
な
家
庭
内

の
人
間
関
係
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

虐
待
を
自
覚
し
て
い
な
い
家
族
も
多

く
、
介
護
家
族
を
含
め
た
精
神
的
な
ケ

ア
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
す
。

昨
年
、
厚
生
労
働
省
は
、
家
庭
内
で

の
高
齢
者
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
初
の
全

国
調
査
を
行
い
、
本
年
４
月
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
生
命
に
関
わ
る
危
険
な
状
態
」
に
至

る
事
例
が
１
割
と
い
う
深
刻
な
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
る
一
方
、
虐
待
に
気
が

た
め
、
将
来
予
測
さ
れ
る
震
災
等
の
自

然
災
害
に
つ
い
て
も
万
全
の
対
策
を
講

ず
る
よ
う
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
。

１
　
建
物
の
耐
震
構
造
化
推
進
の
重
要

性
を
強
く
認
識
し
、
地
震
防
災
策
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
避
難
所
や

救
援
活
動
の
拠
点
と
な
る
学
校
や
病
院

の
耐
震
化
に
は
早
急
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

２
　
都
道
府
県
管
理
区
間
の
中
小
河
川

の
堤
防
改
修
に
際
し
て
は
、
緊
急
点
検

結
果
に
基
づ
き
、
優
先
的
に
整
備
を
進

め
る
こ
と
。
ま
た
、
海
岸
及
び
湾
岸
の

水
防
施
設
も
同
様
に
、
堤
防
等
の
総
点

検
を
速
や
か
に
実
施
し
、
整
備
を
進
め

る
こ
と
。

３
　
今
回
の
新
潟
中
越
地
震
の
教
訓
を

生
か
し
、
国
土
の
７
割
を
占
め
る
中
山

間
地
で
の
震
災
対
策
の
確
立
を
早
急
に

図
る
と
と
も
に
、
災
害
関
連
緊
急
治
山

事
業
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

４
　
防
災
無
線
の
整
備
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
関
し
、
早
急
な
普

及
の
た
め
の
計
画
策
定
と
予
算
措
置
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
市
町
村
長
に
対
す

る
警
戒
情
報
の
発
令
基
準
及
び
避
難
誘

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
急
ぐ
こ
と
。

５
　
高
齢
者
等
の
要
援
護
者
へ
の
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
災
害
情
報
の
伝

達
･
避
難
･
救
助
・
復
旧
・
自
立
支
援

等
に
関
し
、
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

を
早
急
に
行
う
こ
と
。

平
成
16
年
12
月
21
日大

村
市
議
会

議
員
提
出
の
意
見
書
５
件
を
可
決
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
政
府
関
係
機
関

に
送
付
し
ま
し
た
。

﹇
提
出
先
﹈

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長

つ
い
た
在
宅
介
護
支
援
の
専
門
職
の
９

割
が
対
応
は
困
難
と
感
じ
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
も
、
高
齢
者
虐
待
の

定
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、

虐
待
防
止
と
早
期
保
護
へ
の
具
体
的
な

仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
地
域
社
会
全
体
と
し
て
高

齢
者
の
人
権
を
守
る
体
制
を
充
実
さ
せ
、

虐
待
防
止
の
た
め
の
具
体
的
な
対
策
を

早
急
に
実
現
す
る
た
め
、
以
下
の
内
容

を
踏
ま
え
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
制

定
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
　
相
談
窓
口
の
設
置
と
、
早
期
発
見

の
た
め
の
通
報
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

こ
と
。

２
　
高
齢
者
を
虐
待
者
か
ら
切
り
離
す

緊
急
保
護
の
た
め
の
一
時
保
護
施
設
等

を
整
備
す
る
こ
と
。

３
　
関
係
機
関
や
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

４
　
施
設
職
員
や
関
係
者
へ
の
虐
待
防

止
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
。

５
　
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
国
民

へ
の
教
育
・
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
。

６
　
上
記
の
諸
対
策
を
含
め
た
高
齢
者

虐
待
防
止
の
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る

こ
と
。

平
成
16
年
12
月
21
日大

村
市
議
会

﹇
提
出
先
﹈

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
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２
０
０
０
年
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に

お
け
る
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
「
明
確
な
約

束
」
決
議
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

１
９
４
５
年
８
月
、
広
島
・
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
か
ら
来
年
で
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。「
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
被
爆
者
の
叫
び

は
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
世
界
の
声

と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
５
月
に
開
か
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
に
お
い
て
、
核
保
有
５

カ
国
や
日
本
政
府
も
含
め
「
核
保
有
国

に
よ
る
完
全
な
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

明
確
な
約
束
」
が
合
意
さ
れ
た
の
は
、

ま
さ
に
、
こ
れ
ら
世
界
世
論
の
結
果
で

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
間
、
核
保
有
国
間
に

意
見
の
対
立
、
テ
ロ
対
策
に
対
す
る
意

見
の
違
い
な
ど
か
ら
、
新
た
な
核
兵
器

の
開
発
に
乗
り
出
す
国
も
現
れ
る
な
ど

世
界
を
更
に
不
安
に
陥
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
の
核
兵
器
廃
絶
の
「
明

確
な
約
束
」
に
合
意
し
た
核
保
有
国
は
、

今
こ
そ
、
地
球
上
か
ら
核
戦
争
の
危
険

を
取
り
除
く
た
め
に
も
、
ま
た
、
新
た

に
核
保
有
国
に
な
ろ
う
と
す
る
危
険
な

動
き
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
も
、
５
年

前
の
「
明
確
な
約
束
」
を
た
だ
ち
に
実

現
す
べ
き
で
す
。

広
島
・
長
崎
被
爆
60
周
年
の
２
０
０

５
年
を
、
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
平
和

な
世
界
へ
の
転
機
と
す
る
た
め
に
、
被

の
水
準
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
。

２．

税
源
移
譲
に
伴
い
、
財
政
力
格
差

が
拡
大
す
る
財
政
力
の
弱
い
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
は
、
地
方
交
付
税
の
財

源
調
整
・
財
源
保
障
を
強
化
し
て
対
応

す
る
こ
と
。

３．

地
方
財
政
計
画
上
の
歳
出
と
決
算

と
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、
投
資
的
経
費

と
経
常
的
経
費
の
実
態
を
踏
ま
え
、
一

体
的
に
是
正
す
べ
き
で
あ
り
、
一
方
的

な
、
不
合
理
な
削
減
は
絶
対
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
。

平
成
16
年
12
月
21
日大

村
市
議
会

﹇
提
出
先
﹈

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
郵

政
民
営
化
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大

臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
衆
議
院

議
長
、
参
議
院
議
長

爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
が
、
先
頭
に
立

っ
て
「
明
確
な
約
束
」
を
実
現
す
る
た

め
全
力
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

平
成
16
年
12
月
21
日大

村
市
議
会

﹇
提
出
先
﹈

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
　

竹
松
駐
屯
地
な
ど
最
大
32
都
道
府
県
の

計
63
駐
屯
地
が
廃
止
に
な
る
と
い
う
新

聞
報
道
等
も
あ
り
驚
き
を
隠
し
え
な
い

も
の
で
あ
る
。

日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
北
朝
鮮

問
題
が
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

ま
た
、
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
大
規

模
災
害
の
際
の
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
は

国
民
生
活
の
安
定
に
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
自
衛

隊
の
果
た
す
役
割
は
、
一
層
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
大
村
市
に
お
い
て
は
、
海
上
、

陸
上
合
わ
せ
３
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
る

が
、
各
種
活
動
を
通
じ
市
民
と
の
関
係

は
非
常
に
良
好
で
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
経
済
波
及

効
果
も
本
市
に
お
い
て
は
大
き
な
分
野

を
占
め
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
国
民

生
活
、
自
衛
隊
所
在
地
へ
の
影
響
を
十

分
考
慮
さ
れ
、
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯

地
を
引
き
続
き
存
続
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

平
成
16
年
12
月
21
日大

村
市
議
会

﹇
提
出
先
﹈

内
閣
総
理
大
臣
、
防
衛
庁
長
官
、
財
務

大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

平
成
17
年
度
地
方
交
付
税

所
要
総
額
確
保
に
関
す
る
意
見
書

平
成
16
年
度
政
府
予
算
に
お
い
て

は
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策

債
の
大
幅
な
削
減
に
よ
り
、
地
方
財
政

運
営
に
支
障
を
来
た
す
と
と
も
に
、
地

方
の
信
頼
関
係
を
損
ね
る
結
果
と
な
っ

た
。平

成
17
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お
い

て
は
、
平
成
16
年
度
予
算
の
よ
う
な
大

幅
な
削
減
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
国
は
誠
実
に
対
応
し
、
国
と
地
方

の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
来
た
さ
な
い
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
は
、
平
成
17
年
度
政
府

予
算
編
成
に
当
た
り
、「
地
方
交
付
税

の
所
要
総
額
」
が
確
実
に
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実

現
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

１.

昨
年
の
よ
う
な
地
方
交
付
税
等
の

大
幅
な
削
減
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
運
営
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
平
成
17
年
度
の
地
方
交
付

税
総
額
は
、
少
な
く
と
も
平
成
16
年
度

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
の

存
続
を
求
め
る
意
見
書

平
成
16
年
12
月
10
日
に
閣
議
決
定
が

な
さ
れ
た
新
た
な
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」

で
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
定
員
を
、
現
大

綱
の
16
万
人
か
ら
５
千
人
削
減
し
、
併

せ
て
５
年
後
の
見
直
し
の
方
針
が
決
定

さ
れ
た
。

新
大
綱
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初

財
務
省
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
定
員
を
向

こ
う
10
年
間
で
４
万
人
削
減
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
仮
に
そ
う
な
っ
た

場
合
、
全
国
１
５
８
駐
屯
地
の
う
ち
、


